
令和８年度

横浜市立上郷小学校

学校説明資料
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上郷小学校 教育目標

自分がすき、友だちがすき、

明日にはばたく上郷の子

学ぶ楽しさと創り出す喜びを通して、
自ら学び、考え、判断できる

子を育てます。

知

徳
礼儀やきまりを重んじ、
相手を思いやる心をもって
行動できる子を育てます。

開

日本の伝統や文化を
大切にし、社会の変化に関心が

もてる子を育てます。

体
自他の生命を尊重し、

健やかな体をつくることが
できる子を育てます。公

自分の生まれ育った地域を
大切にし、地域に愛着が
もてる子を育てます。 2



学校教育目標のもと

豊かな心

健やかな体 確かな学力

地域に愛着をもつ子どもの育成

中期学校経営方針

主体的・対話的な学びの充実

きれいな環境を保つ

ルールを守る

規範意識や道徳的な価値観の育成

上郷中ブロック子ども憲章

いじめをなくす
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連携に力を入れて「つながり」から学ぶ

・幼・保・小連携推進（近隣幼稚園・保育園との連絡・連携）
・横浜型小中一貫教育の活動
（上郷中ブロック・・上郷中・庄戸小・上郷小）

      → 子どもサミット・合同授業研究会など、
さまざまな活動を連携して行っています。

・地域の方々との連携
・学年に応じた出前授業や校外学習

「授業」のつながり 「人」のつながり 「学びの場」のつながり
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5

令和８年度上郷中学校ブロックの独自教科

小中の9年間で、
地域の人や環境や
自然と積極的な関
わり合いを通して、
資質・能力(問題発
見・解決能力、言語
能力、自分づくり）
を育んでいく。

いきる科
中学校２、３年

◎これからの地域とともに どういきるか
・自分らしい生き方の実現【中学三年生】
・協働した学び「他者や地域と関わる力を身につける」

中学校１年

◎学びが地域に どういきるか
・「学び方」の基礎を身につける

小学校５、６年

◎地域の一員として どういきるか
・自然の保護と保全
・世界の中の日本（SDGｓ）
・生物どうしのつながり
・自然との共生
・食、自然の循環

小学校３、４年

◎まちとともにいきいきいきる
・地域の自然とのふれあい
・地域の生き物とのふれあい
・私たちの生活を支える人とのふれあい

（警察、消防、浄水場、水再生センターなど）
・ごみの量やリサイクル

（ごみ処理場、リサイクルセンター）
・地域で働く人とのふれあい（地域の商店）

小学校１、２年

◎まちの中でいきる
・季節の移り変わり
・飼育、採集体験
・自然の物や場所を生かした活動
・学校の人との関わり
・地域の人との関わり
・学校を取り巻くまちの環境

『地域と共にいきる感性を育てる

地域交流・探求・貢献活動』



評価 ～評価の観点・あゆみ～

【特別活動の様子・行動の様子】
趣旨やねらいに対しての実現状況

十分に満足できる＝○

【総合的な学習の時間の様子・外国語活動
の様子・総合所見（学年末のみ）】

各教科・道徳・特別活動・行動など学校生活全
体にわたって見られる子どもの様子が書いてあり
ます。

総合的な学習の時間は３年生以上、外国語活
動の様子は１～４年生です。高学年の外国語は
教科の評価になります。

令和２年度より、各教科の目標及び内容が、資質・能力の３つの柱（「知識及び技能」
「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」）になりました。それを受け、
学習の評価観点も３観点「知識・技能」「思考・判断・表現」「主体的に取り組む態度」とし
ます。

【各教科の学習の様子】
教科目標に対して
観点別の実現状況
十分に満足できる＝◎
満足できる＝○
努力を要する＝△

教科別評定（３年生）以上
十分に満足できる＝３
満足できる＝２
努力を要する＝１ ただし１年生の１学期は

満足できる＝○
努力を要する＝△

の２段階で評価します。

※評価の観点やあゆみの見方については、別途お便りでお知らせします。
6



児童支援専任について

•担任はもたずに、全校の児童に関わります。

•不登校、発達障害、人間関係上のトラブル、
家庭での不安等様々な課題を抱える児童・
保護者の困り感に寄り添い、課題解決のた
めに組織的対応を行うコーディネートをし
ます。

•小中連携の窓口にもなっています。

•いつでも気軽に声をかけてください。
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• いじめ・暴力防止への対応

• 教育相談活動

（児童・保護者・カウンセラーとの連携）

• 人間関係調整力の育成

（横浜プログラムの推進・実践）

• 社会資源活用のための連携の窓口

（地域、幼・保・小・中、児童相談所、警察、区役所、療育センター
等）

• 学校のきまりの周知・徹底

（規範意識の醸成）

＜例えば、こんなことも・・・＞
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歌え上郷合唱クラブ

活動目的について
発表に向け、聴くことを大切にし
ながら合唱活動を行います。

対象は、4・5・6年生です。

練習曜日 木曜日

活動時間 １３：３５～
１４：０５

令和８年度の発表予定

敬老の集い
キラキラフェスタ
上郷音楽会

音楽朝会
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低学年の具体的目標

何にでも興味を
もち、対話を楽
しみながら、意
欲をもって学ぶ
子を目指します。

きまりを守り、自分の
よさ・友達のよさを見つ
け、相手の気持ちを考
えて行動できる子を目
指します。

地域の人々との関わり
を通して、進んで人に関
わろうとする子を目指し
ます。

知

徳

体
様々な活動を
通し、日本と世
界の文化に関
心をもてる子を
目指します。

進んで体を動
かしたり、衛生
に気をつけた
りできる子を
目指します。

公

開
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１学年

スマイル
２年生と一緒に

学校のいろいろなとこ
ろを案内をしてもらい、
どんな教室があるのか、
どんな人がいるのかを学
んでいきます。

なかよし班活動

1年生から6年生までが
縦割りの班を作って、仲
良く活動します。

６年生と一緒に

掃除の仕方を教わりなが
ら、きれいな環境ですご
すよさを学びます。

職員や地域と

学校職員、地域、幼
保小交流など、関わり
を大切にします。

小学生として最初の一歩
をふみ出すため、たくさ
んの人が関わって学校生
活をスタートします。学
校大好き！と言えるよう
に学校全体で支えます。
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温かい関わり

自分や友達を大切にし、誰と
でも温かい関係づくりができる
ことを目指します。

自分らしく

それぞれが自分の個性や持ち味
を発揮しながら、集団の中で自分
らしくすごすことができることを
目指します。

楽しく学ぶ

どの学習も興味や問題意識をもち、
楽しく学べることを目指します。

２学年
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チャレンジ

学習でも行事でも、新しいこと
にチャレンジして成長する喜びを
感じられるようにします。

スマイル



中学年の具体的目標

人や地域・自然を大切にし、
地域の特徴を理解して、そ
こで働く人たちに進んでか
かわる子を目指します。

知
体

様々な活動を通し、
日本と世界がつ
ながっていること
を知り、社会に興
味をもつ子を目指
します。

食事・すいみん・
運動の大切さを
理解し、元気に
生活する子を目
指します。

公

開

学習内容に関心
をもち、対話のよ
さを感じながら、
問題解決に向け
て意欲的に取り組
む子を目指します。

きまりを守り、自分のよ
さ・友だちのよさを見つけ、
お互いに認め合って行
動する子を目指します。

徳
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３学年

自ら考え、行動できる
子どもたちを目指します。
また、お互いの考えを
伝え合いながら、よりよ
い方法を考えられるよう
にします。

新しいことや苦手なこ

とにも挑戦し、自分のよ
さを伸ばして成長を感じ
られるようにします。

学習や行事を通して、
友達やまちの人と関わり、
自分のよさや友だちのよ
さ、地域のよさに気づき、
大事にしようとする気持
ちを育てます。

進んで行動する 挑戦する 認め合う

一人ひとりのよさや得意なことを生かし、友達と協力しながら活動
できる学年を目指します。新しいことに挑戦し、自分のよさを伸ばし、
成長を感じられるように支援していきます。

パ ズ ル
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よりよくなろうと努力し続ける力を育てていきます。最後まであきらめず
に取り組み、振り返りを生かして次につなげることで、一人ひとりの成長
を支えていきます。

友達と協力しながら学び合う姿勢を育てていきます。困っている人に声
をかけたり、役割を分担したりする中で、みんなで支え合いながら取り
組む力を伸ばしていきます。

相手の気持ちを考え、思いやりのある行動ができるようにしていきます。
友達の話をよく聞き、やさしい言葉で関わるなど、互いを大切にする関係
づくりを進めていきます。

クローバー

よりよくなる

協力する

思いやる

子どもたち一人ひとりが４つの目標を意識し、楽しい
1年間を送れるように支援していきます。

考える
自分から考え、進んで行動できる力を育てていきます。言われる前に準
備や片付けをしたり、自分の考えを発表したりするなど、主体的に学び
に向かう姿を大切にしていきます。

４学年
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高学年の具体的目標

自ら問題を見出し、
豊かな関わり合
いを通して、周り
と協力しながら問
題解決に向かう
子を目指します。

体の健康を守る
ため、正しい生
活習慣を送る子
を目指します。

日本と世界の社
会や歴史、文化
を学ぶ活動を通
して、国際社会
に目を向ける子
を目指します。

知

公

体

きまりを守り、自分や相
手のよさを見つけ、互い
を尊重し合い行動できる
子を目指します。

徳

開

地域の環境や特徴を理解
し、そこで生活する人たち
と進んでかかわる子を目
指します。 18



Reach
子どもたちに、どんな5年生になりたいか聞くと、「低学年

や友達を助けたい」「授業に積極的に参加したい」「みんな
と楽しく過ごしたい」などの意見が出ました。4年生までにで
きていることもたくさんあり、その土台を活かして、最高学
年まで、あと少し。もう一歩で完璧。という思いが込もって
います。このテーマを意識しながら日々の活動はもちろん、
行事や委員会の中で、学校を引っ張る存在になっていってほ
しいです。また、高学年は、任される仕事も多くなりますが、
苦しいときは共に支え合い、嬉しいときは共に喜び合い、み
んなで成長していきたいと思っています。

最高の５年生に
自分がよいと思うことを進んでやっ
ていくことが、高学年としての責任で
す。また、下級生の見本になることも
高学年の仕事です。高学年になった自
分達に「できること」と「やるべきこ
と」を考え、実行していく
１年間です。学校の「顔」として

５年生は、最高学年への準備期間だと考
えています。６年生の姿をよく見て、学び、
学校生活に生かしていきます。高学年とし
てやる気に満ちている子どもたちと一緒に、
いろいろなことにチャレンジしていきたい
と思います。

５年生の学習

５年生から、家庭科と外国語の教
科が始まります。家庭科では、裁縫
や栄養などの学習を通して、家庭生
活を振り返ります。外国語は、５年
生から教科書を使っての学習になり
ます。区スポーツ交流会や教科の出
前授業なども予定しています。

学年テーマ 込めた思い

５学年
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SUN
～支える 動く 仲間～

修学旅行
例年、栃木県日光市

に行っています。歴史
的遺産の数多く残る地
で多くを学び、修学旅
行を通して友達との絆
を深めていきます。

１年生のサポート
学校生活にまだ慣れてい

ない１年生のお助けマンと
して活動します。例えば、
教室での荷物整理のお手伝
いをしたり、給食の時に牛
乳パックの開き方を教えた
り、休み時間に一緒に遊ん
だりします。これらの取り
組みで最高学年としての意
識を高めていきます。

なかよし班活動

６年生がリーダーと

なり、たてわり班の活
動を計画・運営します。
見通しをもって活動す
る力、主体性、下級生
のことを思いやる力、
協調性などを養ってい
きます。

学年テーマ 込めた思い

卒業に向けて

自分たちに何ができ

るのか、やり残したこ
とはないのか、やるべ
きことは何かを考える
時間を大切にして、子
ども自身が主体となり、
卒業に向けた取り組み
を行っていけるよう支
援します。

６学年
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体験を通した学習

個々に合わせた学習

一人ひとりに
合った学習内容
や学習形態

たてわり学習

しっかりあいさつ にっこりえがお いつもなかよし

４組のなかま

個別支援学級

たてわりや
体験を

重視した活動

上級生が下級生をサ
ポートし、下級生は上
級生の姿をお手本にし
ながら活動することで
一人ひとりが自信を
もって学習に取り組ん
でいます。

学年園で育てた野菜を
使って調理をしたり、先
生方に向けて販売したり
していく体験を通して、
自立に向けた活動を行い
ます。

教科によって、交
流級で学習します。
行事は交流級で参加
し、色々な友達と協
力します。

交流級での学習

教科によって、発
達段階に合わせた少
人数グループで一人
ひとりに合った学習
をします。
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